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　こうち県議
会だよりは、
定例会（ ２ 月・
６月・９月・１２
月）に合わせ
て年４回発行
します。

高知県イメージキャラクター
「くろしおくん」

平成１５年（２００３年）　８月２４日（日） こうち県議会だより
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宇佐港まつり・水中花火（土佐市）

＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎、市町村役場でも
　お渡ししています。

●
県
が
受
け
た
働
き
か
け
に
対
す
る
対
応
を
徹
底

　

〜
開
会
日
〜

　

提
案
説
明
の
冒
頭
、
橋
本
知
事
は
、
県
が
行
っ
た
融
資

を
め
ぐ
る
一
連
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
外
部
か
ら
の
働

き
か
け
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
議
論
を
重
ね
た
中
で
、
意

思
形
成
の
過
程
で
の
情
報
公
開
が
不
十
分
な
ど
の
反
省

か
ら
、
県
が
受
け
た
要
望
や
提
案
を
含
む
働
き
か
け
を
記

録
に
残
し
、そ
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、組
織
と
し
て

の
適
切
な
対
応
を
徹
底
し
、
そ
の
対
応
を
県
民
に
公
表
す

る
こ
と
に
よ
り
、
透
明
で
よ
り
開
か
れ
た
県
政
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
が
自
主
的
に
行
っ
た
室
戸
海
洋
深
層

水
の
水
質
検
査
の
結
果
、
水
銀
に
関
す
る
誤
っ
た
デ
ー
タ

が
公
表
さ
れ
、
関
連
の
企
業
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
い
う
問
題
が
起
き
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
ダ
メ
ー
ジ
回
復
に
向
け

安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
販
売
の
促
進
に

努
め
、
情
報
の
公
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
全

庁
的
な
危
機
管
理
の
体
制
を
充
実
さ
せ
て

い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
分
野
ご
と
の
主
要
な
政
策
に
つ

い
て
意
見
や
方
針
を
述
べ
た
後
、
今
定
例
会

に
提
出
し
た
十
四
議
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

●
一
議
案
を
可
決　

〜
開
会
日
〜

　

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
議
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
一
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
知
事
の
政
治
姿
勢
や
南
海
地
震
対
策
な

　

ど
に
つ
い
て
論
議　

〜
本
会
議
質
問
〜

　

開
議
第
二
日
か
ら
第
四
日
に
は
本
会
議

質
問
が
行
わ
れ
、九
議
員
が
登
壇
。

　

知
事
の
政
治
姿
勢
、
三
位
一
体
の
改
革
へ

の
対
応
、
南
海
地
震
対
策
、
日
高
村
の
産
業
廃
棄
物
処
理

場
建
設
問
題
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
四
議
案
を
審
査　

〜
常
任
委
員
会
〜

　

十
四
議
案
が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

の
結
果
、十
三
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
、承
認
さ
れ
、一

議
案
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

●
二
十
二
議
案
を
可
決　

〜
閉
会
日
〜

　

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
十
五

議
案
（
追
加
提
出
二
議
案
含
む
）
が
可
決
、
承
認
、
同
意
さ

れ
、
一
議
案
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
請
願
一
件
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
議
案
な
ど
六
議

案
が
可
決
、意
見
書
議
案
二
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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�
 
改
正
農
薬
取
締
法
で
認
め
ら
れ

た
経
過
措
置
の
二
年
間
で
、
本
県

の
マ
イ
ナ
ー
作
物
の
登
録
農
薬
確

保
の
た
め
、
六
十
四
剤
の
残
留
試

験
、薬
効
、薬
害
試
験
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
が
、Ｊ
Ａ
、生
産
者
と

の
連
携
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

は
で
き
て
い
る
の
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

農
薬
の
適
用

拡
大
は
本
県
の
園
芸
農
業
振
興
の

根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
現

行
の
六
十
四
農
薬
だ
け
で
な
く
、追

加
申
請
も
含
め
緊
急
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
生
産
現
場

の
要
望
に
つ
い
て
再
度
調
査
し
、
生

産
組
織
、
農
業
団
体
等
の
協
力
も

得
な
が
ら
、九
月
を
め
ど
に
適
用
拡

大
を
図
る
べ
き
農
薬
を
特
定
す
る
。

�
 
本
年
七
月
末
に
は
、「
東
南
海
・

南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
る
が
、
地
震
防
災
対

策
推
進
地
域
の
指
定
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
の
か
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

地
震
防

災
対
策
推
進
地
域
は
、
内
閣
総
理

大
臣
が
都
道
府
県
等
の
意
見
を
聞

き
指
定
す
る
。
現
段
階
で
は
具
体

問答問答

七
月
二
日�

森　　　雅宣
（自由民主党）

農
薬
問
題
に
つ
い
て
聞
く

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
法
施
行
後
速
や
か

に
計
画
策
定
に
取
り
か
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

�
 
消
防
の
広
域
再
編
へ
の
取
り
組

み
と
市
町
村
合
併
に
伴
う
消
防
団

の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

消
防
の

広
域
再
編
は
、
合
併
後
の
市
町
村

間
に
お
い
て
一
部
事
務
組
合
や
広

域
連
合
の
制
度
を
活
用
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
適
当
で
は
な
い

か
。ま
た
、
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
法
定
協
議
会
で
市
町

村
合
併
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
合
併
後
で
も
地
域
に
密

着
し
た
消
防
団
活
動
の
維
持
と
災

害
時
に
動
員
力
が
発
揮
で
き
る
団

員
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

�
 
本
県
に
設
置
さ
れ
た
海
洋
コ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
の
意
義
と
価
値
観

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
見
解
を
聞
く
。

�
 
知
事　

高
知
大
学
の
海
洋
コ
ア

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
的
な

科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、

海
底
の
地
盤
か
ら
掘
削
し
た
コ
ア
の

問答問答

�
 
知
事
の
退
職
金
に
つ
い
て
、支
給

金
額
が
庶
民
の
感
覚
に
合
っ
て
い

る
と
思
う
か
、
知
事
の
率
直
な
意

見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

知
事
は
一
般
の
県
民
と

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、仕
事
の
質
や
量
、ま
た
そ
の
責
任

の
重
さ
も
県
民
や
一
般
職
員
と
は

全
く
違
う
も
の
で
あ
る
。
庶
民
の
感

覚
だ
け
で
知
事
の
仕
事
の
価
値
を

推
し
は
か
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

�
 
現
在
の
地
震
予
知
対
策
の
進
捗

状
況
と
、
高
知
大
学
海
洋
コ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
の
活
用
等
も
含
め
、

今
後
の
予
知
対
策
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

南
海
地

震
は
震
源
域
が
深
海
に
あ
る
た
め
、

現
在
の
技
術
で
は
観
測
施
設
の
設

置
自
体
が
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
高

知
大
学
海
洋
コ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
テ
ー
マ
に
、
地
震
が
発
生
す
る

過
程
の
解
明
を
目
指
す
基
礎
的
な

研
究
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
地
震
発

生
の
予
知
と
いっ
た
応
用
的
な
研
究

は
目
的
外
と
聞
い
て
い
る
。し
か
し
、こ

の
基
礎
的
な
研
究
が
将
来
の
予
知

に
結
び
つ
け
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

�
 
高
知
県
内
の
不
妊
治
療
が
可
能

な
病
院
数
と
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

で
の
不
妊
治
療
の
体
制
、
充
実
策

を
聞
く
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

排
卵
誘
発
剤

に
よ
る
薬
物
治
療
な
ど
の
不
妊
治

療
が
で
き
る
医
療
機
関
は
三
十
七

で
、
人
工
授
精
や
体
外
受
精
な
ど

に
も
対
応
で
き
る
医
療
機
関
は
二

十
九
で
あ
る
。
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

で
の
不
妊
治
療
は
、
高
知
市
民
病

院
が
不
妊
外
来
を
開
設
し
、
体
外

受
精
や
顕
微
受
精
、
胚
移
植
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、こ
う
し
た

診
療
機
能
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
体

制
を
整
備
し
、
開
院
後
の
診
療
体

制
の
検
討
の
中
で
高
度
な
不
妊
治

療
に
対
応
で
き
る
体
制
が
具
体
化

す
る
と
思
っ
て
い
る
。

問答問答問答

�
 
本
年
三
月
二
十
日
の
「
教
育
振

興
基
本
計
画
の
策
定
と
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
の

あ
り
方
」に
つ
い
て
の
中
央
教
育
審

議
会
答
申
に
対
す
る
所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
が
提
起
し
た
教
育
基
本
法
の
改

正
と
い
う
方
向
性
で
、教
育
課
題
を

解
決
す
る
展
望
が
開
け
る
の
か
疑

問
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
答
申
を

き
っ
か
け
に
、
教
育
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
国
や
自
治
体
、
国
民
が
そ

れ
ぞ
れ
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き

る
の
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
議
論
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

�
 
新
し
い
タ
イ
プ
の
高
校
設
置
に

つ
い
て
、現
状
と
今
後
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
教
育
長　

生
徒
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
答
え
て
い
く
た
め
に
、
柔
軟
な

学
び
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
単
位

制
高
校
の
設
置
を
検
討
し
て
お
り
、

条
件
が
整
え
ば
最
も
早
い
時
期
で

十
七
年
四
月
の
開
設
を
考
え
て
い

る
。
今
後
は
地
域
や
保
護
者
等
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
十
月
を
め
ど

に
高
校
再
編
第
一
次
実
施
計
画
案

を
公
表
し
た
い
。

�
 
県
は
、
南
海
地
震
に
備
え
る
施

策
と
し
て
、四
つ
の
大
き
な
柱
を
掲

げ
取
り
組
ん
で
い
る
が
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
、
こ
れ
か
ら
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
、
津
波
に
よ
る
浸

水
や
揺
れ
の
予
測
を
示
し
た
地
図

の
作
製
や
児
童
、生
徒
を
対
象
と
し

た
防
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な

ど
を
進
め
て
き
た
。今
後
は
、
防
災

教
育
モ
デ
ル
校
の
取
り
組
み
を
県

下
に
広
げ
、
ま
た
、
防
災
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
使
っ
て
保
育
園

児
等
の
学
習
に
活
用
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。さ
ら
に
、教
育
委
員
会
と

連
携
し
防
災
教
育
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。

４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
←

問答問答問答

6 月定例会
本会議の質問から

質
問
者
（
質
問
順
）

七
月
二
日

　

森　
　

雅
宣

　

二
神　

正
三

　

谷
本　

敏
明

七
月
三
日

　

浜
田　

嘉
彦

　

西
森　

雅
和

　

三
石　

文
隆

七
月
四
日

　

黒
岩　

直
良

　

植
田
壮
一
郎

　

中
西　
　

哲

西森 雅和
（公明党）

知
事
の
退
職
金
は
庶
民
感

覚
に
合
っ
て
い
る
か

三石　文隆
（自由民主党）

を
具
体
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
税
源
の
移
譲
が
欠
か
せ
な

い
。
地
方
の
現
実
を
踏
ま
え
な
い
よ

う
な
国
の
財
政
再
建
あ
り
き
の
議

論
に
は
、
今
後
と
も
断
固
と
し
て
反

論
し
て
い
く
。

�
 
国
が
設
定
し
た
農
薬
使
用
基
準

の
経
過
特
例
措
置
に
よ
る
農
薬
使

用
に
関
し
、県
行
政
の
対
応
を
聞
く
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

経
過
措
置
期

間
中
の
農
薬
使
用
に
つ
い
て
は
、
生

産
現
場
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
十

五
作
目
、
六
十
四
農
薬
の
使
用
承

認
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
農
薬
の
使

用
は
本
県
の
全
て
の
農
業
者
が
対

象
で
あ
り
、使
用
方
法
に
つ
い
て
は
関

係
機
関
に
通
知
し
、県
や
農
協
が
開

催
す
る
講
習
会
や
研
究
会
で
農
業

者
へ
の
周
知
を
図
っ
て
き
た
し
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

�
 
須
崎
市
の
場
合
、
旧
町
内
か
ら

避
難
地
指
定
の
城
山
防
災
公
園
ま

で
の
南
北
道
路
拡
幅
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
。ま
た
、
人
工
避
難
地
の

建
設
や
、
既
存
施
設
の
避
難
地
活

用
等
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
町
村

の
住
民
避
難
対
策
に
対
す
る
県
の

支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
危
機
管
理
担
当
理
事　

須
崎
市

の
よ
う
な
津
波
被
害
が
予
想
さ
れ

る
市
町
村
で
は
、
地
域
ご
と
の
津
波

避
難
計
画
を
作
成
し
、
計
画
的
に

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
沿
岸
二
十
五
市
町
村
に

対
し
五
年
以
内
の
作
成
を
指
導
し

て
き
た
。
こ
の
計
画
の
作
成
に
は
助

言
を
行
う
と
共
に
、計
画
に
基
づ
く

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
訓
練

の
実
施
や
避
難
誘
導
標
識
の
整
備

な
ど
は
、本
年
度
か
ら
の
総
合
補
助

制
度
で
支
援
を
し
て
い
く
。

問答問答

保
管
と
分
析
、研
究
が
で
き
る
世
界

最
先
端
の
研
究
機
器
を
備
え
た
施

設
で
あ
る
。こ
の
施
設
は
県
に
と
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
持
っ
た
魅

力
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
を
拠

点
に
本
県
が
海
洋
科
学
研
究
の
先

進
地
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

�
 
統
合
国
際
深
海
掘
削
計
画
の
研

究
課
題
と
し
て
、
南
海
地
震
の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
と
も
に
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
基
礎
的
研
究
が

行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
資

源
と
し
て
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
の
開
発
利
用
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
知
事　

国
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
開
発
計
画
に
よ
る
と
、
平
成
二

十
八
年
度
ま
で
に
日
本
近
海
で
の

資
源
探
査
や
技
術
の
整
備
、
環
境

影
響
評
価
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
基
礎
的
な
特
性
が

十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
な
い
な
ど
、

多
く
の
課
題
も
あ
る
が
、高
知
県
に

と
っ
て
も
夢
の
あ
る
計
画
で
あ
り
引

き
続
き
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
く
。

�
 
「
高
知
龍
馬
空
港
」に
呼
称
を
変

更
し
た
場
合
、
い
か
に
浸
透
を
図

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
が
、
そ

の
手
法
、
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
企
画
振
興
部
長　

呼
称
変
更
は

単
に
愛
称
を
つ
け
る
こ
と
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、
こ
れ
を
通
じ
て
本
県

の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

観
光
分
野
の
人
々
が
連
携
し
、「
龍

馬
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
情
報
発

信
や
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
。

�
 
今
回
の「
三
位
一
体
の
改
革
」を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
、
あ
る

べ
き
地
方
税
財
政
の
姿
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

�
 
知
事　

三
位
一
体
の
改
革
が
本

来
目
指
す
べ
き
も
の
は
、
地
方
分
権

問答問答問答

二神　正三
（２１県政会）

海
洋
コ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

の
意
義
と
価
値
観
は

谷本　敏明
（日本共産党と緑心会）

三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い

て
聞
く

七
月
三
日�

須崎港沖の防潮堤

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

に
つ
い
て
所
見
を
聞
く

�
 
全
庁
あ
げ
た
南
海
地
震
対
策
を

確
立
す
べ
き
で
あ
り
、
南
海
地
震
対

策
局
を
設
置
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
大
幅

に
ふ
や
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

�
 
知
事　

四
月
の
組
織
改
正
で
消

防
防
災
課
を
二
課
体
制
に
再
編
し
、

専
任
の
危
機
管
理
担
当
理
事
を
配

置
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
た
。さ
ら

に
、
地
震
対
策
を
所
管
す
る
危
機

管
理
課
は
チ
ー
フ
制
を
採
用
し
、
多

く
の
ス
タッフ
が
南
海
地
震
対
策
に
か

か
わ
れ
る
運
営
体
制
を
取
り
入
れ

た
。

�
 
県
庁
の
行
う
す
べ
て
の
事
業
を
、

地
産
地
消
運
動
の
観
点
に
立
ち
、
失

業
対
策
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

�
 
知
事　

県
内
に
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
地
元
企
業
へ
の

優
先
発
注
も
大
切
な
視
点
の
一
つ

で
あ
り
、
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
業

者
へ
の
発
注
に
努
め
る
と
いっ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。た
だ
、コス
ト
の

抑
制
や
効
率
性
の
確
保
も
欠
か
せ

な
い
視
点
で
あ
り
、
そ
う
し
た
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
今
後
の
公
共
調
達
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�
 
政
府
の
行
っ
た
国
際
公
約
で
あ

る
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

森
林
造
成
に
つ
い
て
、
四
国
の
他
の

三
県
に
呼
び
か
け
、
全
国
的
な
運

動
を
巻
き
起
こ
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

�
 
知
事　

昨
年
度
、
岩
手
県
等
五

県
の
知
事
を
中
心
に
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
す
る
森
林
県
連
合

を
立
ち
上
げ
、森
林
の
適
正
な
整
備

を
進
め
る
た
め
の
人
材
の
育
成
や
木

材
利
用
の
推
進
、
財
源
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

と
も
森
林
の
適
正
な
整
備
に
向
け

努
力
し
、
国
に
対
し
て
も
四
国
各
県

を
含
め
た
よ
り
多
く
の
県
と
連
携
し

踏
み
込
ん
だ
対
応
を
求
め
て
い
き
た

い
。

問答問答問答

浜田 嘉彦
（県民クラブ）

南
海
地
震
対
策
局
を
設
置

す
べ
き
だ　
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総 務 委 員 会
　付託を受けた議案は、知事等の退職手当に関する条例議案は賛成多数で継続審査
に、その他の議案は全会一致をもって可決した。
■知事等の退職手当に関する条例議案について
　執行部から、知事等の退職手当について、任期ごとに支給することや支給率を明記し
８０/１００から７５/１０００に引き下げるもので、他県知事と比較しても均衡が取れたものであると
の説明があった。
　委員からは、県民の目線を大切にする知事であればこそ、もう一度考え直してはどうか。三
位一体の改革により財政事情はさらに厳しくなるが、知事の退職手当は全国平均でいいの
か。県民所得や財政力を考慮すべきではないか。知事の退職手当の額が３期１２年で１億４
千万円余り、１期４年で４千６百万円余りであるという事実は、我 の々生活意識と余りにも乖
離している。一度取り下げて、９月定例会までに再検討した上で、再提出するべきではないか
などの意見があった。さらに、橋本知事が本会議で「知事職にあたる人には、人材の価値を
もっと高く評価すべきではないか」「一定の退職金がないと本当の庶民感覚で仕事をしていく
人材を得られないのではないか」と答弁したことに対して、知事の感性に疑問を持つとの意見
があった。
■「職務に関する働きかけについての取扱要領」について
　委員から、知事から部下に働きかけがあった場合はどうするのか。知事も支援者や後援会
から働きかけを受けて部下に指示する場合もあるのではないかとの質問があった。
　執行部から、知事に外部から働きかけがあり、担当部局にその話が下りた場合、担当部局で
その内容について精査のうえ、この取扱要領を適用するかどうか判断するとの答弁があった。
　また、委員から、教員や警察などすべての職域に広げていくべきとの意見があった。
　執行部から、他の行政委員会等に対しても要請していきたいとの答弁があった。
　最後に委員から、公表する前に本人への報告を徹底するなど、運用面において十分考慮

するべきであり、慎重な対応を強く
求める要望が出された。
■県立高校の再編について
　執行部から、生徒の減少や多
様化、社会の変化を背景として県
立高校の再編が必要となってお
り、特色のある学校づくりと学校・
学科の適正配置のための基本的
な考え方が示された。委員から、
関係校との調整だけではなく、広く
意見を聞くようにするべきであると
の意見が出された。

　付託を受けた議案は、いずれも全会一致をもって可決した。
■SARSウイルスの感染拡大を防止するための装置と物品の緊急整備について
　執行部から、患者移送用陰圧装置を幡多保健所に整備するとともに、二次感染防止の
ため、マスクなどのウイルス感染防御物品の整備を行ったものであるとの報告があった。
　委員からは、患者移送用陰圧装置は、高知市と幡多地域のみの整備となっているが、全
県的にみて十分なのか。また、防御物品の整備数量の根拠についても質疑があり、執行部
からは、幡多を除く県保健所管内で患者が発生した場合は、高知市の装置を使用させてもら
うことになっている。また、今回は、各保健所で２０人の患者が発生した場合を想定して、必要
数を積算したものであるとの答弁があった。
■エコサイクルセンター設置に伴う日高村振興策について
　執行部から、日高村から提出された３１事業、総事業費２４２億円の要望に対して、今回県
が提示した１３事業、総事業費４７億円余は地元振興策として県民及び県議会の理解を得
られるに当たっての上限と考えているため、県の提示に１１事業、７１億円余を追加する再要
望の受け入れは、現状では困難であるとの説明があった。
　委員からは、要望の内容は村の総合計画と同じであり、これを振興策として実施することは
県民の理解が得られず、４７億円以上の振興策は認められないとの意見が出された。一方、
他の委員からは、村政混乱の１０年間の歴史も考慮して、４７億円以上は困難と決めつけず、
１０月末の住民投票を控え、県と村がどこまで歩み寄れるか、具体的な詰めをして欲しいとの
意見もあった。執行部からは、１３事業を基本として交渉を行いたいが、なお、村に対して、自
主財源の振興策への活用について理解を得るよう努力したいとの答弁があった。
■エコサイクルセンターのマスタープランについて
　執行部から、最終処分場は屋根つきとする。浸出水は無放流とし施設内で循環使用する。
最新技術の導入により環境負荷の低減を目指す。施設供用期間は１５年間を想定するとい

う計画の基本原則が示された。また、
施設構成として出された４つの案の
検討をした結果、総合評価では最
終処分場に焼却施設を加えた第２
案が最も優れているとの説明があっ
た。
　委員からは、第２案に灰溶融施
設を加えた第３案の検討も排除す
べきではないとの意見もあったが、
委員会としては、第２案に優位性あ
りとした執行部の判断は妥当である
として、これを了承することとした。

文 化 厚 生 委 員 会

産 業 経 済 委 員 会
　付託を受けた議案は、いずれも全会一致をもって可決した。
■高知県立農業大学校の設置及び管理の条例改正について
　執行部から、今回の議案は、受益者負担の原則と優れた農業後継者育成の観点から、授
業料等の有料化を判断し、全日制高校と同額の、入校手数料２，２００円、入校料５，６５０円、
授業料年額１１１，６００円等に改正する内容であるとの説明があった。
　委員から、この条例改正は、財政面のみから考えられたのではないか。また、全国４３農業
大学校のうち、既に有料と１６年度までに有料化の学校、合計２５校という状況では、農業立
県の本県が、他県に倣い有料化しなくてもいいのではないか。さらに、学生の充足率が８１％
の現状では、有料化で充足率がますます減少する懸念もあり、整備充実時まで暫定的に半
額措置も必要ではないか等の意見が出された。
　執行部から、１６年度までの有料化２５校のほかに、さらに８校が有料化を検討中で、授業
料の有料化は全国的な流れである。なお、今後も魅力ある大学校となるよう努力するとの強
い決意が示された。
■ふるさと林道床鍋倉川トンネルの粗雑工事について
　このトンネルは、１２年度から約２２億円の契約で、県内３社の共同企業体が施工し、今年
３月２８日に県が引き渡しを受けた。その後５月１５日にトンネル内覆工コンクリートで１０数カ
所の亀裂が発見され、県の独自調査で、覆工厚が随所で不足していることが確認された。
掘削時の基準線とコンクリート打込み時の基準線が異なったことが原因と考えられ、６月２５
日に請負業者を指名回避措置にし、さらに８月７日までに詳細な専門調査を行い、第三者
による原因究明と補修方法の検討を行うとの説明があった。
　委員から、亀裂の発生状況は、施工途中や完成検査時に、粗雑工事を見抜けなかったの
はなぜか。現場の管理・監督や県の検査にも問題があったのでは、再発防止策に向けてど
のような対応をするつもりか。等の質問が出された。
　執行部から、亀裂は覆工厚に関係なく断続的に発生している。また、完成検査等では、必
要な場合に覆工厚のコア抜き取りを行うとなっているが、今回は、提出された工事写真や資

料は、いずれも正常な厚さであり、コア抜き取りを
しなかった。今後、原因究明とともに、再発防止と
して、複数での検査や現場の立会回数をふやす
等、改善を図るとの答弁があった。
　さらに、委員から、今回の工事は、地元に迷惑
をかけており、県は、住民と葉山村に今後の見通
しを説明するとともに、粗雑工事の詳細な原因
究明と今後の安全対策、県の検査体制強化等
の再発防止策、施工管理の問題点等を早い時
期に報告するよう強い要請が出された。

企 画 建 設 委 員 会
　付託を受けた議案は、いずれも全会一致をもって可決した。
■県有財産（事務用機器）の取得に関する議案について
　執行部から、県職員の事務処理用ノート型パソコンの更新のため、７１５台のパソコンを買
い入れるものであるとの説明があった。
　委員から、ソフト込みで購入した場合との価格の比較や、更新したパソコンの活用方法等
について質疑がなされた。
■公共工事コスト縮減に関する高知県第二次行動計画について
　執行部から、目標年度の平成１５年度には、平成１１年度比で５％以上のコスト縮減を目
指しているが、平成１４年度は、１．８％縮減されたとの報告があった。
　委員から、このような取り組みは重要だが、手抜き工事や材質の低下を招く懸念の表明や、
新素材の利用や新工法によるコスト縮減も積極的に図っていくべきとの意見があった。
■市民オンブズマン高知による申入書の対応について
　執行部から、高知河川事務所が公文書を開示した際、全面開示すべきところ、請求された
内容に関係がないと誤認した箇所を削除して開示し、情報公開に対する基本的認識が不
足していた。今後は、研修等により意識の向上と再発防止に取り組むとの説明があった。
　委員から、土木部では、この他にも合わせて１６件の開示漏れが判明しており、このようなこ
とは今回限りにすべきであるとの強い意見が出された。
■春野総合運動公園の球技場の芝の管理について
　執行部から、競技場の芝の状態が悪いため、サッカーＪ１の１チームのサマーキャンプが
中止された。芝の管理の不備は、利用スケジュールの調整等がうまく行かなかったためとの
説明があった。
　委員から、スポーツ施設は、管理体制が充実していること、スポーツのノウハウを持つ職員

の配置などが大切であるとの
意見が出された。
■鏡ダム管理事務所のパン
　フレットの誤記について
　執行部から、掲載されてい
る魚類等について、実物と異
なるものがあるとの委員からの
指摘を受け、確認したところ、
図柄の名称が違っていたもの、
図柄が適切でないもの等が
発見され、正しいパンフレット
を作製し直すことにしたとの報
告があった。

津波避難地を視察（静岡県沼津市） エコサイクルセンター建設予定地を視察（日高村）

ふるさと林道床鍋倉川トンネルの視察
（葉山村） IT 関連企業の視察（大阪府大阪市）

平成１５年（２００３年）　８月２４日（日）
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こうち県議会だより

＊この広報紙は古紙配合率７０％以上の再生紙を使用しています。

平成１５年（２００３年）　８月２４日（日）

９月 ２４ 日（水）開　　会
　　３０日（火）質疑並びに一般質問
１０月１日（水）　　 〃
　　２日（木）　　 〃
　　３日（金）予算委員会
　　６日（月）常任委員会
　　７日（火）　　 〃
　　８日（水）　　 〃
　　９日（木）　　 〃
　　１０日（金）閉　　会

＊予定ですので、変更になる場合があります。
　 傍聴の際には、議会事務局議事課（TEL
　 ０８８-８２３-９５３４）で必ず日程を御確認ください。

（4月～7月）�

算
見
込
み
な
ど
に
よ
り
フェ
リ
ー
会
社

自
身
が
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
 
保
証
審
査
会
に
中
小
企
業
診
断
士

な
ど
民
間
人
を
入
れ
、
迅
速
に
判
断

す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

保
証
の
審
査
は
財
務
諸
表
の
判
断
だ

け
で
な
く
、
会
社
の
将
来
性
な
ど
を
加

味
し
た
審
査
や
、
ま
た
、
こ
う
い
う
非

常
事
態
に
対
応
し
て
保
証
審
査
会
規

程
の
見
直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

保
証
審
査
会

の
構
成
は
、
民
間
人
を
多
く
す
れ
ば

迅
速
性
の
確
保
の
面
な
ど
で
課
題
が

あ
る
が
、
提
案
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る

の
で
、審
査
会
の
委
員
構
成
や
諮
問
す

る
案
件
の
基
準
な
ど
、他
県
の
実
態
調

査
も
行
い
、協
会
と
と
も
に
研
究
し
た
い
。

�
 
平
成
に
な
っ
て
五
回
、
宿
毛
市
平

田
町
森
地
区
及
び
山
奈
町
山
田
地

区
の
国
道
五
十
六
号
線
が
豪
雨
の

た
め
冠
水
し
通
行
止
め
と
な
っ
た
。地

元
住
民
か
ら
の
新
排
水
機
場
の
早
急

な
整
備
の
要
望
に
ど
う
答
え
て
い
く

の
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

平
成
十
一
年

度
か
ら
山
田
地
区
に
お
い
て
湛
水
防

除
事
業
と
し
て
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
完
成
す
る
と
国
道

五
十
六
号
線
の
冠
水
対
策
に
も
な
る
。

今
後
は
、
高
知
市
の
布
師
田
地
区
の

工
事
が
十
六
年
度
に
完
成
す
る
の
で
、

山
田
地
区
への
重
点
投
資
に
努
め
、早

期
完
成
を
目
指
す
。

�
 
土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
の
問

題
は
、
外
部
監
査
で
二
度
指
摘
さ
れ

た
課
題
で
あ
る
。今
後
の
対
応
と
、
包

括
外
部
監
査
制
度
を
今
後
の
県
政

運
営
に
生
か
す
対
策
を
聞
く
。

�
 
総
務
部
長　

今
後
は
、
指
摘
事
項

に
対
す
る
関
係
部
局
の
措
置
状
況
に

つ
い
て
定
期
的
に
報
告
を
求
め
、
適
切

な
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、
外

部
監
査
で
の
指
摘
事
項
の
う
ち
、
全

庁
的
な
課
題
と
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

は
、庁
議
な
ど
の
場
で
問
題
提
議
し
議

論
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

中西 　　哲
（自由民主党）

保
証
審
査
会
規
程
の
見
直
し
を

�
 
企
業
倒
産
が
過
去
五
年
間
で
七

百
九
十
一
社
に
の
ぼ
る
な
ど
極
め
て

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、今
後
、県

内
中
小
企
業
の
新
分
野
へ
の
進
出
、

起
業
化
な
ど
を
い
か
に
推
進
し
て
い

く
の
か
。

�
 
知
事　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
経

営
管
理
の
方
法
を
一
体
的
に
支
援
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
を
整

備
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
参
加
予
定
で
あ

り
、
こ
の
場
を
通
じ
て
資
金
調
達
の
可

能
性
も
期
待
で
き
る
。今
後
も
、
産
業

界
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、研

究
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
化
の
促
進
な
ど
、

県
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
を
よ

り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
高
め
て
い
き

た
い
。

�
 
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
は
十
五
年

度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
継
続
す
べ

き
だ
。ま
た
、補
助
率
を
過
去
の
二
分

の
一
に
戻
し
て
園
芸
振
興
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

本
事
業
に
よ

り
整
備
し
た
栽
培
施
設
は
百
五
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
本
県
の
園
芸
農
業
の
生

産
基
盤
を
下
支
え
し
、
意
欲
あ
る
生

産
農
家
の
コ
ス
ト
低
減
策
と
し
て
効
果

を
上
げ
て
き
た
。
本
年
度
は
農
家
や

農
業
協
同
組
合
な
ど
に
制
度
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
各
地
域

の
実
情
を
十
分
把
握
し
た
上
で
制
度

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

�
 
鎌
井
谷
ダ
ム
の
水
位
は
平
成
十

四
年
十
二
月
か
ら
十
五
年
五
月
ま
で

五
十
六
か
ら
六
十
一
メ
ー
ト
ル
で
推

移
し
て
お
り
、取
水
し
、送
水
可
能
な

六
十
二
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
。
今

後
の
対
応
を
聞
く
。

�
 
土
木
部
長　

貯
水
量
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
時
に
は
早
い
段
階
か
ら
各
利

水
者
間
で
水
利
使
用
に
つ
い
て
協
議
し
、

問答問答問答

七
月
四
日�

節
水
に
努
め
て
も
ら
い
、
ダ
ム
管
理
者

と
し
て
は
、
渇
水
対
策
の
ル
ー
ル
づ
く
り

や
貯
水
量
の
予
測
デ
ー
タ
の
提
供
な
ど

積
極
的
に
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

�
 
平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
特
例

法
の
期
限
を
目
前
に
、
期
限
内
の
合

併
が
可
能
と
な
る
最
終
の
時
期
は
、

い
つ
ご
ろ
ま
で
に
法
定
協
議
会
が
設

立
で
き
れ
ば
よ
い
の
か
。

�
 
知
事　

総
務
大
臣
の
片
山
プ
ラ
ン

に
よ
る
と
、 合
併
の
意
志
が
固
ま
っ
た

地
域
は
、 最
終
的
な
合
併
の
期
日
が

十
七
年
四
月
以
降
に
な
っ
て
も
、現
在

の
合
併
特
例
法
の
期
限
内
の
合
併
と

見
な
し
優
遇
措
置
を
適
用
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
法
定
協
議
会
の
立
ち

上
げ
期
限
は
今
年
の
秋
ご
ろ
が
最
終

の
め
ど
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

�
 
キ
ン
メ
ダ
イ
の
安
全
ア
ピ
ー
ル
と

消
費
拡
大
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

�
 
海
洋
局
長　

県
と
し
て
は
、
消
費

者
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
た
め
の
情
報

提
供
や
他
県
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

り
、早
急
に
関
係
者
と
の
協
議
の
場
を

設
け
る
。
そ
の
中
で
消
費
拡
大
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
生
産
者
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支

援
し
、キ
ン
メ
ダ
イ
が
安
全
で
あ
る
こ
と

や
、
魚
介
類
の
持
つ
健
康
への
有
益
性

な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
。

�
 
一
日
も
早
く
甲
浦
港
へ
フ
ェ
リ
ー

が
就
航
で
き
る
よ
う
願
う
も
の
だ
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
と
今
後
の
見
通

し
を
聞
く
。

�
 
港
湾
空
港
局
長　

フ
ェ
リ
ー
就
航

を
望
む
地
元
の
熱
意
を
受
け
、
大
阪

高
知
特
急
フェリ
ー
は
本
年
三
月
と
四

月
に
試
験
運
行
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に

は
、
土
木
事
務
所
に
よ
る
接
岸
状
況

や
甲
浦
港
内
の
航
路
や
岸
壁
の
調
査

を
行
っ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
運
行
関
係

者
と
も
課
題
の
協
議
を
行
い
、受
け
入

れ
に
必
要
な
施
設
の
改
良
計
画
を
立

案
し
て
い
る
。
定
期
的
な
フェリ
ー
の
就

航
は
、
航
路
全
体
の
需
要
予
測
や
採

問答問答問答

黒岩 直良
（２１県政会）

中
小
企
業
の
新
規
創
業
へ

の
支
援
は

植田壮一郎
（自由民主党）

市
町
村
合
併
の
最
終
期
限
は

�����������
●可決された議案（２２議案）
知事提出議案（１５議案）
�条例議案（１０議案）
「高知県健康増進法施行条例議案」
「日本郵政公社法施行法等の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例議案」
「民間事業者による信書の送達に関する法律等の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例議案」
「独立行政法人の設立に伴う関係条例の整備に関する条例議案」
「高知県税条例の一部を改正する条例議案」
「半島振興対策実施地域における県税の不均一課税に関す
る条例の一部を改正する条例議案」
「食品衛生法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例議案」
「高知県クリーニング業法施行条例の一部を改正する条例議案」
「高知県立農業大学校の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例議案」
「高知県警察手数料徴収条例の一部を改正する条例議案」
�人事議案（２議案）
「高知県収用委員会の委員の任命についての同意議案」
「高知県収用委員会の予備委員の任命についての同意議案」
�報告議案（１議案）
「平成１５年度高知県一般会計補正予算の専決処分報告」
�その他議案（２議案）
「公平委員会の事務の委託を受けることに関する議案」
「県有財産（事務用機器）の取得に関する議案」
議員提出議案（７議案）
�意見書議案（４議案）
「真の地方分権型社会の構築に向けた三位一体の改革を求
める意見書議案」
「米政策改革大綱に基づく新たな水田農業政策の充実を求
める意見書議案」
「水産物の関税撤廃に反対する意見書議案」
「郵便投票制度等の改正を求める意見書議案」
�決議議案（１議案）
「県職員の職務倫理確立と県政執行体制の刷新を求める決
議議案」

�その他議案（２議案）
「議員を派遣することについて議会の決定を求める議案」
「議員を派遣することについて議会の決定を求める議案」

●継続審査とされた議案（１議案）
知事提出議案（１議案）
�条例議案（１議案）
「知事、副知事及び出納長の退職手当に関する条例議案」

●否決された議案（２議案）
議員提出議案（２議案）
�意見書議案（２議案）
「イラク特措法の制定に反対する意見書議案」
「教育基本法の理念の実現を求める意見書議案」

●採択された請願（１件）
「高知龍馬空港」という愛称の活用支援を求める請願書」

企画建設委員会
　５／２１～　６／１８　各出先機関等の業務概要を現地など

で聴取（１３日間）
　５／２３　政府要望の要望項目を取りまとめる。
　６／１１　政府要望（国土交通省ほか）
　７／　７、９　（６月定例会中）

「公平委員会の事務の委託を受けることに関する
議案」など５件の議案を審査し、全て原案どおり
可決。請願２件を審査し、１件採択、一件は取り下
げ願いを全会一致で承認。意見書案１件を審査。

産業経済委員会
　５／１９～　７／３１　各出先機関等の業務概要を現地など

で聴取（１２日間）
　５／２３　政府要望の要望項目を取りまとめる。
　６／１２　政府要望（農林水産省ほか）
　６／２６　競馬事業について
　７／　７～　９　（６月定例会中）

「高知県立農業大学校の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例議案」など２件の
議案を審査し、原案どおり可決。請願の取り下げ
願いを全会一致で承認、意見書案２件を審査。

文化厚生委員会
　５／２１～　６／１８　各出先機関等の業務概要を現地な

どで聴取（９日間）
　５／２３　政府要望の要望項目を取りまとめる。
　６／１０　政府要望（厚生労働省ほか）
　７／　７、９　（６月定例会中）

「高知県健康増進法施行条例議案」など６件
の議案を審査し、全て原案どおり可決。

高知県総合防災訓練に参加（中村市）

総務委員会
　５／　８　（５月臨時会中）　「高知県税条例の一部を改

正する条例議案」など３件の議案を審査し、全
て原案どおり可決。

　５／１９～　７／２４　各出先機関等の業務概要を現地な
どで聴取（１４日間）

　５／２３　政府要望の要望項目を取りまとめる。
　６／１３　政府要望（総務省ほか）
　７／　７～　９　（６月定例会中）

「知事、副知事及び出納長の退職手当に関
する条例議案」など７件の議案を審査し、１件
は継続審査、残り６件は原案どおり可決。意見
書案７件、決議案１件を審査。

お
　
知
　
ら
　
せ�

産業廃棄物処理施設の視察（東京都品川区）


